
東海大学望星技術士会 役員会議事録（HP 掲載用） 

表  題 東海大学望星技術士会 令和 7 年度 第 6 回役員会 議事録 

１．日時 2025 年 11 月 1 日（土）16：00～18：15 

２．場所 Web 会議（Zoom） 議事録作成担当：吉田 倫夫 

３．出席者 

（敬称略） 

 

 

【望星技術士会役員会】  

〇役員（会計監事を除く） 参加 8 名、委任 7 名、計 15 名：役員総数 25 名 

役員の出席・委任数が過半数を占めているので本会は成立した。（会則第 18 条の 3） 

〇会計監事 0 名、オブザーバー0 名 

４．配布 

資料 

(1) 令和 7 年度第 6 回役員会 討議事項会議次第 

(2) 令和 7 年度第 5 回役員会（前回）議事録 

(3) 令和 7 年度委員会報告：①大学イベント運営委員会、②会員イベント運営委員会、

③会報編集委員会、④会計委員会（今回なし）、⑤情報管理委員会（今回なし）、⑥

大議連・技術士会連絡委員会、⑦その他（賛助会員制度について） 

５．確認・

審議・報告

事項・その

他 

【確認事項】 

(1) 前回議事録（案）は承認された 

 

【報告事項・審議事項】 

(1) 委員会報告（活動内容の報告と懸案事項の紹介）について 

① 大学イベント運営委員会 

・第一次試験直前激励会／静岡・海洋理工は 10/8（水）に対面と Web の併用にて

開催し、8 名の参加があった。【審議事項】静岡への交通費の支出を確認した。 

・第一次試験直前激励会／湘南・土木は 10/24（金）に対面で開催し、15 名の参加

があった。 

・出前授業／札幌・海洋生物は 12 月 8 日（月）17:10～18:50 に対面で開催するこ

ととなった。【審議事項】札幌への交通費の支出（ANA のパックで￥37,600 円） 

・出前授業／湘南・機械システムは 11/27（木）4 時限目に対面で開催することと

なった。講師は会員（機械部門）にお願いすることとした。【審議事項】講師謝金

と交通費を支給することを承認した。 

・出前授業／湘南・建築は 11/27（木）1 時限目に対面で開催することとなった。 

・出前授業／湘南・土木は 1/20（火）5 時限目に対面で開催することとなった。 

・出前授業（静岡・海洋理工）は 1/22（木）3 時限目に対面で開催することとなっ

た。 

② 会員イベント運営委員会 

・前回役員会の後、10/3（金）、10/27（月）に委員会を開催し、開催日（11/22）に

向けての準備を進めた。 

（1.これまでの進捗） 

・10/10 フライヤー（イベントの告知を目的とした印刷物）完成、開催案内文作成、

会員向け開催案内配信(予告)10/7、グーグルフォーム作成、会員向け開催案内配

信 10/15、FB 投稿(開催予告)10/9（HP 未掲載）、フライヤーキャンパス内掲示、

ログハウス施設借用願提出について進捗報告があった。 

（2.今後のタイムスケジュールについて） 



・参加人数集計(会員)：現状 10 名にとどまっている。締切 11/10 までに再度の案

内を行う。役員は可能な限り現地参加（欠席連絡含む）、会員への参加要請の声掛

けお願いする。 

・参加人数集計(教職員･学生)：先生方を通じて学生に声掛けいただいている。但し、

学生の懇親会は自由参加とする。 

・会場レイアウト図作成、登壇者プロフィール作成、プレゼン用データ提出、主要

機材搬入、CPD 参加票作成、懇親会用名札･領収書作成、案内表示･名板･横断幕

作成、のぼり旗･機材搬入、Zoom URL 配信、アンケート用紙作成について確認

した。 

・シンポジウム当日：11 月 22 日（土）13：30～、運営側役員は 12：00 集合。 

（3.教員等との連絡担当者） 

・委員会の中で先生方や大学新聞などとの連絡担当者を確認した。 

（4.シンポジウム当日の役割分担（案）） 

・当日の役割分担：受付、撮影、質問票回収し質問事項を速効で整理（綿貫）など

役割分担を決定した。 

（5.シンポジウムシナリオ案） 

・1)能登半島地震・奥能登豪⾬災害（半島災害、地震＆豪⾬複合災害）：実態、新た

な動き 

・2)シンポジウム内容：救急体制の動向と未来に向けて、防災ロボット、SNS 活用

情報伝達、地震に強い港湾整備、ディアルセーフとしての道路整備、地域住⺠

への防災意識向上活動 

③ 会報編集委員会 

・会報第 10 号（10 周年特別号）構成案が提示された。 

構成案：1.ごあいさつ、2.10 年の歩み、3.第 10 回シンポジウム特集、4.各委員会

の活動報告と今後の抱負、5.会員からのメッセージ、6.編集後記・謝辞 

・各委員会の R7d 活動報告と今後の抱負は、各委員会リーダーが執筆を担当する。 

・シンポジウムは概要とし、詳細は別冊にまとめる。 

・構成案の他にこんな記事があるといいという意見を募集したい。 

④ 会計委員会 

・報告なし 

・発生した費用と立替金への支払いが滞りなく行われているか。【要確認】 

・会計担当者の交代に伴う引継ぎ状況はどのようになっているか。【要確認】 

⑤ 情報管理委員会 

・報告なし 

・HP に掲載されている会則が最新版になっていないとの指摘があった。【要確認】 

・HP からの入会申込み手続きが分かりにくい。「入会申込フォーム」←ここクリッ

ク と注意書きを入れる、ボタン状の表示にするなど修正を加える。【要改善】 

⑥ 大技連・技術士会連絡委員会 

（日本技術士会との相互協力協定） 

・相互協定協力について日本技術士会の見解をヒアリング。 

・協定締結のメリットとデメリットを整理し、当会として協定を締結するか否かを



意思決定する。【次回役員会】 

（第 52 回技術士全国大会） 

・次回は、2026 年 11 月 6 日（金）～ 9 日（月）に石川県金沢市で開催される。 

（大学技術士会連絡協議会） 

・技術士全国大会（熊本）においてポスター展示が行われた（10/26）。 

・2026 年 1 月 24 日（土）の大技連総会について、引き続き参加者を募集中。 

 

（2）その他報告・審議事項 

① 賛助会員制度について 

・賛助会員制度の草案（改定案）が提示された。【前回役員会】 

・【重要】現行会則でできることから始める。賛助会員は、会則第 5 条 3 項に従い、

本会の目的・活動に協賛し、本会の発展に協力する個人及び企業、団体とする。

会則に従い賛助会員を募集する。賛助会員の会費は、正会員と同様、無料とする。

賛助会員には、HP バナー掲載、会報への広告掲載などについて有償での協力を

お願いする。 

・なお当会で広告費として計上した場合、課税対象となる可能性があるので留意す

る。非営利団体で少額かつ継続的でない場合は問題ないか。【要確認】 

② 情報提供 

・10/25（土）湘南・土木工学科 OB 会が開催された。昨年度、東海大学情報技術

センター開設 50 周年記念行事への多数参加のお礼とともに、今年度も情報技術

センター研究報告会（高輪）を案内するので参加協力についてのお願いがあった。 

 

(3) 次回役員会開催 

・開催日時：11 月 29 日（土）16 時～ （11/22 シンポジウム開催） 

・次々回開催日時：12 月 20 日（土）16 時～ （12/27 年末のため前倒し開催） 

 

以上 

 


